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ト
イ
レ
ユ
ニ
ツ
ト
や
ジ
ム
車
開
発

メイダイ

稼
ぐ
力
の
強
化
を
支
援

碧
南
会
議
所
が
議
員
総
会

【
刈
谷
】
碧
南
商
工
会
議
所

は
、
碧
南
市
の
同
会
議
所
で
通

営
袈
雪
姦
吠
ム
を
開
催
し
た
。
２

０
２
５
年
度
の
事
業
計
画
案
と

収
支
予
算
案
を
承
認
し
た
。

あ
い
さ

つ
に
立

っ
た
長
田
和

徳
会
頭
は

「今
年
の
春
闘
に
お

い
て
大
手
各
社
か
ら
大
幅
な
賃

上
げ
の
回
答
が
示
さ
れ
た
。
申

小
企
業
で
は
賃
上
げ
原
資
が
十

分
で
な
い
中
、
人
材
流
出
防
止

の
観
点
か
ら
、
防
衛
的
賃
上
げ

を
行

っ
た
企
業
が
あ
る

一
方
、

あ
い
さ
つ
す
る
長
田
会
頭

高
い
水
準
で
の
賃
上
げ
を
実
施

で
き
な
い
企
業
も
あ
る
」
と
指

摘
。
そ
の
上
で

「国
の
施
策
の

活
用
な
ど
に
よ
り
〈
企
業
の
変

車
両
事
業
と
建
設
事
業
を
２
本
柱
と
す
る
メ
イ
ダ
イ

（本
社
豊
田
市
青
木
町
１
の
１６
一
岡

田
洋

一
社
長
、
電
話
０
５
６
５

・
４
５

・
４
８
３
８
）
は
、
両
事
業
の
強
み
を
生
か
し
た
移

動
特
殊
車
両
の
新
規
事
業
に
乗
り
出
す
。
災
害
時
な
ど
に
利
用
で
き
る
モ
バ
イ
ル
ト
イ
レ
ユ

ニ
ッ
ト
を
開
発
。
さ
ら
に
予
防
医
学
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
移
動
ジ
ム
車
を
高
知
県
の
ス
タ

ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
に
納
入
し
た
。
次
世
代
に
向
け
た
成
長
戦
略
と
位
置
付
け
、

「安
全
と
健

康
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
２
０
３
５
年
に
新
規
事
業
で
売
上
高
１０
億
円
を
目
指
す
」
（岡
田
社

長
）
と
し
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．　

　

　

（三
河

・
田
中
弥
生
）

同
社
の
車
両
事
業
は
、
荷
物

の
積
み
下
ろ
し
の
作
業
性
を
向

上
さ
せ
る
側
面
解
放
車
な
ど
、

ト
ラ
ッ
ク
架
装
や
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
が
主
力
。　
〓
Ｒ

建
設
事
業

は
、　
一
般
建
築
か
ら
リ
フ
ォ
ー

ム
、
高
齢
者
介
護
施
設
な
ど
幅

広
く
手
掛
け
る
。新
規
事
業
は
、

車
両
事
業
の
架
装
技
術
と
建
設

事
業
で
培

っ
た
施
工
技
術
や
内

外
装
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
融
合
し
、

快
適
で
使
い
勝
手
の
良
い
特
殊

車
両
と
し
て
提
案
す
る
「

開
発
し
た
モ
バ
イ
ル
ト
イ
レ

ユ
ニ
ッ
ト
は
、
ト
ラ
ッ
ク
と
荷

台
を
分
離
す
る
こ
と
が
で
き
る

ス
ワ
ッ
プ
ボ
デ
ィ
ー
方
式
を
採

用
。
ト
ラ
ッ
ク
で
必
要
な
場
所

ま
で
移
動
し
た
ら
、
昇
降
装
置

を
使

っ
て
ボ
デ
ィ
ー
部
分
を
ト

ラ
ッ
ク
か
ら
切
り
離
し
て
地
上

に
設
置
。
普
段
は
公
衆
ト
イ
レ

移動ジム車の内部

お
金
の
大
切
さ
学
ぶ

い
ち
い
信
金
が
親
子
金
融
教
室

【
尾
張
】

い
ち

い
信
用
金
庫

は
２６
日
、　
一
宮
市

の
同
金
庫
本

店

い
ち

い
ホ
司
ル
で

「
い
ち
い

金
融

ス
ク
ー
ル

・
春
休

み
親
子

で
学
ぶ
金
融
教
室
」
を
開
催
し

た
。
地
元
の
小
学
生
と
保
護
者

２０
組
４４
人
が
参
加
し
た
。

同
金
庫
は
地
域
の
児
童
ら
を

対
象
に
２
０
０
８
年
３
月
か
ら

金
融
教
室
を
開
催
し
て
お
り
、

今
回
で
２９
回
目
。
冒
頭
、
内
村

光
則
常
務
理
事
は

「１
日
し
っ

か
り
勉
強
し
て
、
金
融
や
社
会

に
つ
い
て
興
味
を
持
っ
て
ほ
し

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

受
付
係
と
お
客
に
分
か
れ
て
信
用

金
庫
の
仕
事
を
模
擬
体
験
し
た

金
融
教
室
で
は
、
信
用
金
庫

の
業
務
や
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
使
い
方
な

ど
を
映
像
で
学
ん
だ
後
、
１
０

０
万
円
分
の
模
擬
紙
幣
を
使

っ

た
札
勘
定
や
１
億
円
分
の
模
擬

紙
幣
を
持
ち
抱
え
る
体
験
、
貸

金
庫
の
見
学
な
ど
を
行

っ
た
。

ま
た
、
お
客
と
受
付
係
に
分
か

れ
て
信
用
金
庫
の
仕
事
の
模
擬

体
験
や
金
融
ク
イ
ズ
、
お
こ
づ

か
い
帳
の
記
入
を
通
し
て
お
金

の
大
切
さ
と
管
理
の
仕
方
を
学

ん
だ
。
　
　
　
‐

中午
後
か
ら
は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
の
ア
イ

・
シ
ー

・
シ
呵

（本

社

一
宮
市
）
に
会
場
を
移
し
、

番
組
制
作
や
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
体

験
な
ど
を
行

っ
た
。

革
を
促
し
、
生
産
性
向
上

・
技

術
支
援
や
人
材
育
成
支
援
に
取

り
組
み
、
会
員
企
業
の
た
め
積

極
的
に
事
業
を
展
開
す
る
」
と

述
べ
た
。

２５
年
度
の
活
動
方
針
と
し
て

「人
と
企
業
が
輝
く
地
域
の
創

生
　
新
た
な
成
長
を
目
指
す
」

ウ
）
向
け
に
納
入
し
た
移
動
ジ

ム
車
は
へ
骨
粗
し
ょ
う
症
を
予

防
す
る
骨
強
化
Ａ
Ｉ

（人
工
知

能
）
マ
シ
ン
や
超
音
波
骨
密
度

測
定
機
器
な
ど
、
複
数
の
最
先

端
健
康
機
器
を
搭
載
ゃ
ビ
ヨ
ン

ド

・
カ
ン
ポ
ウ
が
展
開
す
る
会

員
制
メ
デ
ィ
カ
ル
ウ
エ
ル
ネ
ス

事
業
の
モ
バ
イ
ル
店
舗
１
号
車

と
な
り
今
後
、
シ
エ
ア
向
け
の

ほ
か
、
社
員
の
健
康
維
持

・
増

進
に
力
を
入
れ
る
企
業

へ
も
提

案
し
て
い
く
。

車
両
は
運
転
し
や
す
い
小
型

ト
ラ
ッ
ク
を
ベ
ー
ス
と
し
な
が

ら
、
駐
車
時
に
ボ
タ
ン
操
作
で

側
面
が
１
研
せ
り
出
す
拡
臆
ボ

デ
ィ
ー
と
す
る
こ
と
で
、
広
い

ス
ペ
ー
ス
を
確
保
。
内
装
材
に

高
知
県
産
木
材
を
使
用
し
、
壁

面
に
高
知
の
清
流
、
仁
淀
川
の

風
景
を
施
す
な
ど
自
然
の
要
素

を
取
り
入
れ
た
。

メ
イ
ダ
イ
は
今
後
、
安
全
や

健
康
を
テ
ー
マ
に
、
顧
客

ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
移

動
特
殊
車
両
の
開
発
を
進
め
る

方
針
。
２４
年
に
設
立
５０
周
年
を

迎
え
た
同
社
は
各
事
業
部
で
蓄

積
し
た
技
術
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
融

合
し
、
新
し
い
価
値
を
提
案
す

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

【
半
田
】
ヤ
マ
＾

テ
ク
ノ
ス

（本
社
一

２７
日
、
橋
梁

（き
ょ

媒

禦

吾

成
で
国

た
め
、
ア
フ
リ
カ
一

ザ
ン
ビ
ア
大
学
の
中

本
社
に
受
け
入
れ
エ

向
天
の
学
長
、
一

ボ
デ
ー
部
分
を
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
切
り

離
せ
る
モ
バ
イ
ル
ト
イ
レ
ユ
ニ
ッ
ト

の
よ
う
に
利
用
し
い
災
害
や
イ

ベ
ン
ト
な
ど
へ
必
要
な
時
に
必

要
な
場
所
に
移
動
し
て
使
う
こ

と
が
で
き
る
。
グ
ル
ー
プ
会
社

に
設
置
し
た
ほ
か
い
外
販
の
第

１
弾
と
し
て
豊
田
市
の
防
災
対

策
車
両
と
し
て
納
入
し
た
。

ま
た
い
高
知
市
の
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
、
Ｂ
Ｅ
Ｙ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ｋ
Ａ

Ｍ
Ｐ
Ｏ

（ビ
ヨ
ン
ド

・
カ
ン
ポ

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
た
。
①

企
業
の
人
手
不
足
へ
の
対
応
と

稼
ぐ
力
の
強
化
②
人
と
企
業
が

輝
く
地
域
の
創
造
③
商
工
会
議

所
機
能
の
強
化
―
の
３
本
柱
を

活
動
計
画
に
盛
り
込
み
、
人
材

確
保
や
事
業
継
続
支
援
を
重
点

事
業
と
し
て
進
め
て
い
く
っ

ラヽ
カ
ン
初
の
ア
ル
ミ
缶
飲
料
発
売

円
。
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
、

通
販
サ
イ
ト
で
販
売
す
る
ゃ

全
国
の
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

な
ど
で
販
売

【
半
田
】
ミ
ツ
カ
ン

（本
社

半
田
市
）
は
、
酢
酸
７
５
０
ヂ

甲
を
濃
縮
し
た
ド
リ
ン
ク

「
Ｎ

Ｅ
Ｗ
酢
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｔ
」
を
発
売
し

た
。
同
社
初
の
ア
ル
ミ
缶
飲
料
。

得
意
の
酸
味
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

技
術
を
生
か
し
、
甘
く
な
く
飲

み
や
す
い
味
に
仕
上
げ
た
。
機

能
性
表
示
食
品
の
ド
リ
ン
ク
と

し
て
、
多
忙
な
３０
～
４０
代
を
タ

ー
ゲ

ッ
ト
に
健
康
志
向

ニ
ー
ズ

を
取
り
込
む
。

内
容
量
は
１
０
０
お
脳
。
参

考
小
売
価
格
は
税
別

２
３
８

会費見直し案など承認
大山会議所 通常議員総会開く

|ま

28
日

犬
山

【尾
東
】
犬

山
商
工
会
議
所

市
の
同
会
議
所

で
通
常
議
員
総

会
を
開
催
し

た
。
会
議
所
の

会
賢
見
直
し
案

や
２
０
２
５
年

度
の
事
業
計
画
、
収
支
予
算
案

な
ど
を
承
認
し
た
。　
　
　
ヽ

冒
頭
、
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た

高
橋
秀
治
会
頭
は

「潜
在
成
長

率
の
底
上
げ
に
向
け
て
、
官
民

が
連
携
し
、
設
備
投
資
の
拡
大

や
労
働
力
の
確
保
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
生
産
性
の
向
上

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
特

に
、
中
小
企
業
の
稼
ぐ
力
の
強

化
と
地
域
経
済
の
活
性
化
は
不

可
欠
。
中
小
企
業
の
成
長
な
く

し
て
、
わ
が
国
の
持
続
的
な
発

展
は
な
い
」
と
強
調
し
た
。

総
会
で
は
（
事
務
局
か
ら
会

費
見
直
し
に
至

っ
た
経
緯
が
報

告
さ
れ
、
４
月
１
日
か
ら
会
費

１
回
の
額
を
、
年
中

同
６
千
円
に
改
正
」

認
さ
れ
た
。

・
事
業
計
画
で
は
、

る
社
会
に
対
応
し
、

営
を
サ
ポ
ー
ト
」
一

ン
に
、
意
見

・
要
一

進
や
地
域
資
源
を
）

光

ｏ
産
業
振
興
の
一

項
目
を
重
点
事
業
上

規
事
業
と
し
て
、
Ａ

Ｃ
Ｐ

（事
業
継
続
「

や

「尾
張
共
創
コ
」

ム
」

へ
の
参
画
に
ヽ

の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ヽ

の
強
化
に
取
り
組
一

あいさつする高橋会頭

造
園
事
業
者
と
協
定

瀬
戸
市
、災
害
時
の
応
急

協
定
を
締
結
し
た
瀬
戸
市
造
園
業

防
災
連
盟
の
関
係
者

【尾
東
】瀬
戸
市

拠
点
を
有
す
る
造
【

‐社
で
構
成
す
る
需

業
防
災
連
盟
」と
羽

け
る
災
害
応
急
猫

す
る
極
匪
を
締
結

災
害
発
生
時
に
、縮

請
に
よ
り
同
連
盟
ハ

な
ど
の
災
害
応
急
“

し
、被
害
の
拡
大
吐

施
設
の
星
理
得
嶼

一市
役
所
で
締
経

た
。
瀬
戸
市
の
里

は

コ盪
岳
磐
は
、

な
ま
ち
の
実
現
に
・

の
で
あ
り
、大
変
〔

謝
し
た
。
同
連
明

（杢

銑

一声
直

Ｑ

長
は

「造
園
事
垂

技
術
や
経
験
を
生
エ

や
折
れ
た
枝
の
処
「

木
の
復
旧
作
業
や
一

写
真
に
よ
る
報
生ロ

た
だ
く
。
市
民
の
勝

力
に
な
れ
れ
ば
」
・ぅ

ザンビア大学長ら受け入れ
ヤマダインフラテクノス国際貢献へ

隣災健闘する驚蹴縮総武


